
 

         小樽市官民連携プラットフォームの開設について            

１ 小樽市官民連携プラットフォームの開設【呼称：Otaru Open Base】 

 ・市民ニーズや地域課題が複雑化・高度化し、行政単独では課題解決を図ることが困難な

時代を迎える中、まちの持続的な発展のためには、民間企業等の持つ技術や発想を生か

した課題解決が有効と考えられます。 

 ・本市の官民連携を推進するための新たな仕組みとして、本市独自の官民連携プラット  

フォームをホームページ上に開設し、そこに各部が抱える地域課題等を掲載・公開し、

民間企業等から解決に向けた提案を募ります。 

   開設日：令和８年３月３０日 

ＵＲＬ：https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2025041500034/ 

 （参考）「小樽市官民連携プラットフォーム」のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 提案の受付方法について 

(1) テーマ型 

 ・各部より提出のあった１２件のテーマ型課題をホームページに掲載（別紙１参照） 

  ※今後は随時、各部より課題掲載の希望を受け付け、追加掲載を予定 

 (2) フリー型 

 ・民間企業等の自由なアイデア・ノウハウによる地域課題等の解決につながる提案を募集 

令 和 ８ 年 ３ 月 ３ ０ 日 

市 長 定 例 記 者 会 見 資 料 

（総合政策部官民連携室） 

課題の 
集約・公開 

提案の受付 
実証実験など 

事業スキーム検討 

官民連携 
事例の公開 

(民間の提案意欲向上) 

当室の役割 

「Otaru Open Base」に込められた意味 

 ‣官民連携を通じて、地域課題等の解決と新たな価値創出につながる取組を生み出して 

いくため、民間企業や大学などに広く間口を開く土台の場 

https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2025041500034/

